
令和７年度の予算の概要は
「財政課HP」にてご覧ください

いつも大変お世話になっております。東浦町議会議員の森やすひろです。
春光の折、ますますご清栄のこととお慶び申しげます。3月議会は主に「令和7年度⼀般会計予算」を審議。
新年度新規事業３４件の内訳は「子育て、教育、福祉、DX・GX」とバランスよく盛たくさん策定された印象でした。
また、一般質問で登壇し「さらなるデジタル社会の実現にむけて」他、執⾏部と議論した内容もご報告いたします。

今後も元気︕もりもり︕森やすひろへ変わらぬご支援何卒宜しくお願い申し上げます。

活動レポート Vol.9

元気・もりもり・活動中

地域の困りごと、町政に関するご意⾒・ご要望などがございましたらお気軽に「くらしの相談」「くらしの窓⼝」へ連絡ください。
日々の活動報告はFacebookでご覧ください 〒470ｰ2102

東浦町緒川字下婦夫坂1-1    ㈱豊田自動織機 東浦工場内 相談室

電話︓0562-85-0261 メール︓yasuhiro.mori@tiwu.or.jp

【予算規模】
一般会計の予算規模は、小中学校屋内運動場(体育館)空調設備設置⼯事による増額、調整給付⾦不⾜額給付事業の増額などの影響により

過去最大の 201億5,700万円となり、令和6年度当初予算額に⽐べ19億9,600万円、11.0%の増となっている。

【町⺠税の歳⼊予算】

令和７年度各会計予算の総括 ⼀般会計予算 過去最大の200億円を超え

議会での議案の審議結果については町HPにてご確認ください

過去の活動レポートこちらをご覧ください
全トヨタ労働組合連合会HP内

◎いつまでもいきいきと暮らせる健康づくり
(新)難聴者への補聴器購⼊を補助します
(新)学校等へ看護師が訪問し医療的ケアを⾏います
(新)知多半島5市5町が連携して婚活イベントを実施します
(新)こども家庭センターがスタートします

◎人を育み、人を活かすまちづくり
(新)文化芸術イベントの開催を支援します
(新)新しいスポーツカルチャーを作ります
(新)⺠間保育所で働く⽅の負担を軽減します
(新)第⼆子以降の3歳未満児の保育料を

無料化または軽滅します
(新)東浦町産の食材を学校給食に積極的に使います
(新)平日授業日授業日の5時間授業を試⾏実施します
(新)若者の海外挑戦のための費⽤を補助します
(新)安全な修学旅⾏のための保険料を町が負担します
(新)小中学校体育館に空調節備を設置します
(新)電子⿊板を導⼊して児童⽣徒の

興味関⼼・理解度を⾼めます
(新)中学⽣への着⾐泳指導などを⾏います
(新)給食を提供できる機会を増やします
(新)学校給食配送⾞にFC(⽔素燃料電池)トラックを導⼊します

◎暮らしを守るまちづくり
(新)災害時の被災支援者を円滑に⾏う体制を

整えます
(新)ハザード・リスク情報を⾒えるようにします
(新)防犯カメラを貸し出します

◎生活・産業を支える基盤づくり
(新)新しく飲食店を創業する⽅を応援します
(新)町のにぎわい創出につながるイベントを応援します
(新)ラッピングボストで「おだいちゃん」をPRします
(新)東浦町景観10周年記念事業を実施します

◎地域を維持する・つなぐ仕組みづくり
(新)多⾔語で⾏うワンストップ型の相談窓⼝を

設置します
(新)各種証明書のコンビニ交付を開始します
(新)⼾籍に⽒名の振り仮名を記載します
(新)窓⼝での申請書の記⼊を減らして手続きの

負担を軽減します
(新)住⺠や企業等のニーズを発掘します
(新)ペーパーレス会議を始めます
(新)庶務事務におけるペーパーレス化を促進します
(新)どこでも仕事ができる環境作りを進めます
(新)役場庁舎に防犯カメラを設置します
(新)議会DXを推進します

令和７年度新規事業 34件

【歳出予算】
「第6次東浦町総合計画」及び「町⻑政策集」に加え、国の「経済財政運営と改⾰の基本⽅針2024」では、社会課題への対応を通じた持続的

な経済成⻑の実現が謳われており、本町においても同⽅針に沿った対応が必要となります。そのため、議会DXの推進、基幹システムの標準化対応、
難聴者への補聴器購⼊補助、町のにぎわい創出につながるイベントへの補助、被災者⽣活再建支援システムの導⼊小中学校体育館への空調設備
設置、文化芸術イベントへの補助、新しいスポーツ大会の実施、学校給食配送⾞へのFCトラック導⼊などの取組を実施していく。

その他の事業については、令和７年度予算の概要に詳しく掲載していますのでご確認下さい。

「ひがしうらマップ」の運⽤を開始しました。⾃宅やオフィスの
パソコンからインターネット上で、防災マップ等の位置検索
を簡単に⾏うことができます。

【お知らせ】ひがしうらマップを利⽤できます︕（公開型GIS）

▼現在掲載中の地図は以下のとおりです。
・都市計画情報・道路台帳図・防災マップ・上⽔道台帳図
・下⽔道台帳図・公共施設マップ・農⽤地マップ・ごみステーションマップ・交通安全マップ

森 靖広

”人とひと”がつながる「いいまち・東浦」

東浦町議会議員 森 靖広組織内議員活動報告



３⽉議会　⼀般質問　登壇日時︓３⽉６日（⽊）13時〜13時50分

さらなるデジタル社会の実現にむけて

【質問の趣旨】 J－クレジット制度（下記資料※１）の活⽤を提案するが本町の⾒解は。

カーボン・ニュートラルの実現に向けた新たな取り組みについて

質問︓J-クレジット制度を活⽤することで、持続可能なまちづくりを実現できると考えるが本町の⾒解は。
回答︓本町としてもJ-クレジット制度を活⽤することにより、持続可能なまちづくりの実現につなげていきたいと考えている。現在、第3次東浦町の環境を

守る基本計画の中間⾒直しを進めている。国や県の計画⾒直しに合わせ、本町でも2030年度の温室効果ガス目標を50％削減という新たな
目標設定を予定。目標達成するためには更に強化するとともに、新たな取組みの一つとしてJ―クレジット制度の活⽤を位置づけ、今後、積極的
に推進していきたいと考えている。（町⻑答弁）

・さらなるデジタル社会の実現にむけて
LINEでの情報発信は、今やなくてはならないコミュニケーションツールのひとつに

なっています。今後は積極的に、かつ、蓄積したデータ分析し、友達を増やす取
り組みを⾏って欲しいです。電子回覧板導⼊の提案です。⾼齢者を含むすべて
の世代が抵抗なく利⽤できる環境整備が求められていることだと思います。将来
的にはAIを活⽤した情報提供や情報の整理、また、⾃動通知など、⼈が⼯数
を掛けずに作業できると考えます。広報紙全⼾100％へ向けて、デジタル広報と
紙広報のハイブリット⽅式で時間はかかるとは思うが知恵を出しこだわった活動を
続けていきたい。
・カーボンニュートラルの実現に向けた新たな取り組みについて
町⻑から⼼強いメッセージもあり嬉しく思いました。CN実現に向けては、あらゆ

る手法の検討が必要となります。その一つがJ－クレジットだと認識しています。企
業や家庭、⾏政の三位一体で進んでいくことで、着実に地域循環モデル構築に
近づいていくことだと考えている。

⼀般質問を終えての所感

質問︓令和6年10月1日から町公式LINEがリニューアルされたが、機能拡充による総合的な評価を伺う。
回答︓機能拡充後は、登録者が求める情報を選択することができる機能が備わったため、今まで以上に積極的に情報配信を⾏えることになった。

全般的に好意的なご意⾒が多く、機能拡充による住⺠の利便性向上は図られているが利便性が向上した点が広く伝わらず登録者数が思う
ように伸びていないと評価している。

【質問の趣旨】 ①令和6年10から町公式LINEをリニューアルしたが現状の把握は。
②電子回覧板を使って情報展開を提案するが本町の⾒解は。

質問︓⾃治会や町内会に電子回覧板の導⼊を検討してはどうか提案する。
回答︓電子回覧板はコミュニティの運営において非常に有⽤なツールのひとつ

と考えているため導⼊について各地区と協議を重ねていきたいと考えている。

一般質問
YouTube
配信中

出典︓東浦町ホームページより引⽤

出典︓経済産業省ホームページ「国内における温室効果ガス排出削減・吸収量認証制度の実施委託費（J-クレジット制度運営等業務）」

東浦町

【愛知選挙区】

さんの紹介

水野こういち プロフィール
1976年⽣まれ
1999年 にっぽんど真ん中祭り実⾏委員会 代表
2012年 にっぽんど真ん中祭り文化財団

代表理事・専務理事
現在 国⺠⺠主党 愛知県参議院選挙区

第1総支部 総支部⻑

現参議院議員

いそざき哲史 プロフィール
1969年⽣まれ
1993年 日産⾃動⾞株式会社 ⼊社
2008年 日産労組 副中央執⾏委員⻑
2013年 参議院議員選挙 初当選
2019年 参議院議員選挙 2期目当選
現在 ⾃動⾞総連顧問

国⺠⺠主党 副代表

【全国⽐例代表】

我々とも深く連携し
国会に声を届けてくれています︕

《森やすひろからのお知らせ》 我々の仲間をみんなで応援しましょう︕

水野こういち

参議院議員
新⼈候補者

資料※１

いそざき哲史
さんの紹介

てつじ

公式HP

日本屈指の祭りを創り上げた＂ど真ん中力＂で

～日本の「ど真ん中」から未来を拓く～

応援しています！


